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現場説明書等に対する質疑回答書 

 

 

 工事名称：鹿児島大学（下伊敷）特別支援学校体育館その他改修工事 

番号 図番 質  疑  事  項 回  答 

1 

 

特-S01 

 

 

あと施工アンカーは接着系アンカーとなってい

ますが、参考数量書では金属系差筋アンカーと

なっています。どちらが正でしょうか、ご教授

お願い致します。 

図面番号 A-26 基礎部分詳細図記載の通り 

接着系アンカーとしてください。それ以外の

あと施工アンカーは、金属系差筋アンカーと

してください。別図をご参照願います。 

また、参考数量書１１ページ目を変更しま

す。 

２ A-26 

 

体育基礎工事は躯体工事に含むと有りますが、

参考数量書のどの部分に該当するのでしょうか

、ご教授をお願い致します。 

 

参考数量書１１ページ目、１２ページ目 

記載の 7.躯体改修(4)鉄筋 異形棒鋼 SD295 

D10、あと施工アンカー 金属系差筋アンカ

ーD13 下向き(5)コンクリート 普通コンク

リート 基礎 Fc21ｍｍ2 SL18cm、 

構造体強度補正 3Ｎ、コンクリート打設手間 

人力打設 基礎部 (6)型枠 普通合板型枠 

壁式構造 基礎部、曲面型枠ボイド型枠、型

枠運搬 4ｔ車の部分に該当します。 

   

 

 

 

   

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□
Ｇ□

Ｇ□

Ｇ□

33

Ｇ□

・

・

検査

品質確認

かぶり厚さ

補強筋形状

必要定着長さ

工法

・篏合グラウト固定　　

・摩擦圧接接合　　　　・螺合グラウト固定

種類

・図示による（　　　　　　）　　

適用箇所

機械式定着工法

・ 鉄筋の定着

柱及び梁の主筋の重ね継手の長さ

[8.3.5]

[8.3.4]

・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　

・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　

継手位置

鉄筋の定着長さ

(溶接金網を含む)

・あり　適用箇所(　　　　　　)

・あり　適用箇所(　　　　　　)

及び間隔 最小かぶり厚さ

耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)　

軽量コンクリートを適用する場合

・鉄筋のかぶり厚さ

耐力壁の重ね継手の長さ

耐力壁の鉄筋

柱、梁の主筋

その他の鉄筋(　　　　　　)

部　 位 継 手 方 法

・ガス圧接　　・機械式継手

呼 び 径 (㎜)

・

種類の記号種　類

備　考

使 用 部 位鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径 (㎜)

・SD345

種類の記号 呼 び 径 (㎜)

[8.3.4][8.4.2、3]・ 鉄筋の継手

鉄筋の継手の方法等

[8.2.2]・ 溶接金網

鉄線の形状等

[8.2.1]・ 鉄筋

鉄筋の種類等鉄
筋
工
事 ※SD295

※溶接金網

D10 D13

井形　Φ4.5 x 200 x 200 ピット内土間

・溶接継手　　※重ね継手

※重ね継手　　

※重ね継手　　

※図示による（　Ｓ－０２,０３図参照　）　　

※図示による（　Ｓ－０２,０３図参照　）　　

※図示による（　Ｓ－０２,０３図参照　）　　

・適用する

・第三者機関の評定等を取得している工法とする

・評定等の評価内容による

・評定等の評価内容による

・評定等の評価内容による

・評定等の評価内容による

・評定等の評価内容による

※図示による（　Ｓ－０２,０３図参照　）　　

※図示による（　Ｓ－０２,０３図参照　）　　
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　 試験 超音波探傷試験

[8.3.8]・ 圧接完了後の圧接部の

・行う（全圧接部）

・図示による(　　　　　　)　　・　

・

不合格となった場合の措置

・評定等の評価内容による

試験項目及び合否判定

試験対象

・外観試験

施工完了後の継手部の試験

品質の確認

鉄筋相互のあき

・

・モルタル充填継手

検査

工法

・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　

充填方式

・ねじ節鉄筋継手

種類

[8.4.2]

・図示による(　　　　　　)　　

・ A級 　 　

H12建告第1463号に適合する性能　

適用箇所

・ 機械式継手

・端部ねじ加工継手

・第三者機関の評定等を取得している工法

・評定等の評価内容による

・評定等の評価内容による

・評定等の評価内容による

・全数

・改修標準仕様書 表8.4.1～表8.4.3による

・改修標準仕様書8.4.2(5)(ｱ)(a)～(c) による
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・図示による(　　　　　　) 　

・評定等の評価内容による

・改修標準仕様書8.3.5(4)による　

鉄筋相互のあき 

※全数 

試験対象

不合格となった場合の措置

・全数

1ロットに対して（　　　　　　）箇所

試験の箇所数

・

・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする。

ロット

・抜取り

試験対象

・図示による(　　　　　　)　　・　

試験項目

・図示による

呼び径、曲げ直径、ピッチ

・

・SR235またはSWM-P

種類の記号

・

・超音波探傷試験

※全数

試験対象

・外観試験

施工完了後の溶接部の試験

・超音波測定試験

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　

・2.3程度

(t/m )

気乾単位容積質量

 (N/㎜ ) (cm)

・普通コンクリート

設計基準強度 スランプ
適 用 箇 所

・Ⅱ類（Ⅰ類以外でJIS A 5308に適合したコンクリート)

[8.1.3][8.1.4][8.2.5][8.9.2]

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・ コンクリートの種類

コンクリートの類別　　

[8.1.3]

よる種類及び強度等

気乾単位容積質量に

・ コンクリートの

・スパイラル筋

形状

[8.21.6][8.22.7]・ 割裂補強筋

[8.4.3]

・図示による(　　　　　　) 　

溶接継手の工法

・図示による(　　　　　　)　　

・ A級 　 　

H12建告第1463号に適合する性能　

適用箇所

・ 溶接継手

・挿入長さ

※21 18

・18 15

基礎　躯体

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

8-2
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・

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　

・1種　　・2種

種類
(t/m )

気乾単位容積質量

 (N/㎜ ) (cm)

・

・

設計基準強度 スランプ
適 用 箇 所

・軽量コンクリート

・ 21　 　

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・

適用箇所(　　　　　　　　　)

・ セメント

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

種　類

・高炉セメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　)

・フライアッシュセメントB種　　　　  適用箇所(　　　　　　　　　)

[8.2.5]

規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ 以下のものとする）

フライアッシュセメントA種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された　　　　

アルカリシリカ反応性による区分

・ 骨材

※A　　・B

[8.2.5]

[8.2.5]

混和材の種類

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(b)による　　

・混和材

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(a)による　　

混和剤の種類

・ 混和材料

・混和剤

フロー値(　　　　　　)

[8.2.6]

圧縮強度(　　　　　　)

構造体用モルタル

・ 構造体用モルタル

構造体強度補正値

[8.10.2]

スランプ

・ 暑中コンクリート

・ 21㎝　 　

・改修標準仕様書 表8.10.1による 　　

　2

・図示による(　　　　　　)   　

※4.5%　　・ 　

空気量

スランプフロー　

材料及び調合

・図示による(　　　　　　)   　

(6.16.1)・ 高流動コンクリート 

適用箇所　

※ 4.5%　　

空気量

・図示による(　　　　　　)　　

　セメントA種

※普通コンクリート　　

コンクリートの種類

構造体強度補正値

※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による　　

・混和材

混和材の種類

※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　　

・シリカセメント

・フライアッシュセメントB種

・高炉セメントB種

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又はフライアッシュ

セメントの種類

・図示による(　　　　　　)   　

(6.15.1)・ 流動化コンクリート

適用箇所　

※18N/㎜　　

※15㎝又は18㎝　　

スランプ

・ 無筋コンクリート

適用箇所　　

設計基準強度　　

[8.11.1]

・

 (6.13.1)(6.13.2)

混和材料

スランプ

・混和剤

・図示による(　　　　　　)　　

適用箇所

・フライアッシュセメントB種

・低熱ポルトランドセメント

・中庸熱ポルトランドセメント

混和剤の種類

・普通ポルトランドセメント

・高炉セメントB種

セメントの種類

・ マスコンクリート

・ 15㎝ 　　

・標準仕様書表6.13.1による　　

単位粗骨材かさ容積

・図示による(　　　　　　)   　

打継ぎの位置

打継目地

・図示による(　　　　　　)   　

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)[3.7.3]

・標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による　　・図示による(　　　　　　)   

目地寸法

ひび割れ誘発目地、

・ 打継ぎの位置、

※0.500m /m 以上　　 ・ 　

コンクリートの仕上がりの平たんさ

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ　　仕上り

・図示による(　　　　　　)　　

使用箇所

・図示による(　　　　　　)　　

・b種

・c種

・a種

種　別 適 用 箇 所

スリーブの材種・規格等

[8.2.7]

・断熱材を兼用した型枠材

せき板の材料及び厚さ

・ 型枠

・B種

・C種

・A種

種　別 適 用 箇 所

・10㎜　　・20mm   

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

(打放し仕上げ部)

[8.7.8]

・ 20㎜ 　　

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・ 打増し厚さ

・ 構造体コンクリートの [8.1.4]

※合板(※12mm　　・　　　)　　　・　　

使用箇所

シアコネクタをセパレーターとして使用

[8.7.8]・ 型枠の加工及び組立

・図示による（　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

補強後の仕上げ

・図示による(　　　　　　)　　

柱頭及び柱脚の隙間の寸法

・図示による(　　　　　　)　　

コンクリートの打設工法の種類

・ コンクリートの

柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠

・発泡プラスチック保温材等を埋込む

鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法での型枠等

既存柱外周部あと打ちコンクリート又は構造体用モルタルの厚さ

・

補 強 工 事

   打込み工法等

打 設 工 法 適 用 箇 所

[8.21.8][8.23.5～7]

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ)、(3)

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ)、(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ)、(3)

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ)、(2)

・全ての柱補強部分 ・図示による(    )

・全ての柱補強部分 ・図示による(    )

・工法指定なし

・図示による(         )　

・全ての柱補強部分 ・図示による(    )

・全ての増設壁　・図示による(       )

・全ての増設壁　・図示による(       )

・全ての増設壁　・図示による(       )

・図示による(         )　・

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ)、(3)

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ)、(2)

・工法指定なし

・工法指定なし

・  工法）

・

・柱補強工事（溶接

  金網巻き及び溶接

  閉鎖フープ巻き

  ート壁の増設工事

※現場打ちコンクリ

・A種　適用場所(　　　　　　)

（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）  

・D種  適用場所(　　　　　　)

・C種　適用場所(　　　　　　)　　土質(　　　　　　)　　受渡場所(　　　　　　)

[8.28.3]

※改修標準仕様書表8.28.1による 

材料及び工法

・ 埋戻し及び盛土

・ 

・Ⅱ類（Ⅰ類以外でJIS A 5308に適合したコンクリート）

・Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

コンクリートの類別

※普通コンクリート　　

コンクリートの種類

 [8.2.15][8.28.4]

※ 50mm　　

捨コンクリートの厚さ

・ 捨コンクリート地業

砂利厚さ

[8.2.15][8.28.4]

材料

・ 砂利地業

Ｇ□※再生クラッシャラン　　　・切込砂利又は切込砕石

※100mm　　

※材料（　根切土の中の良質土　）　　工法（　機器による締固　）

※B種　適用場所(　W200 裏埋め戻し　)

※15cm又は18cm　　

スランプ

※18N/mm 　　

設計基準強度

土
工
事
及
び
地
業
工
事
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アンカー筋の径及び埋込み長さ

・図示による(　　　　　　)　　

アンカー本体の径及び埋込み長さ

・せん断耐力　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

・引張耐力　　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

・図示による(　　　　　　)　　

試験方法及び試験数

・性能確認試験　　

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

・図示による(　　　　　　)　　

セット方式　　※本体打込み式改良型　　・　　　

・せん断耐力　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

試験方法及び試験数

材料等

・ あと施工アンカー

アンカー筋の種類　　

・有機系　　・無機系

接合筋の種類、径、長さ

接着剤の品質　　

アンカーの種類　※カプセル方式回転打撃式　　

・接着系アンカー

・性能確認試験　　

・引張耐力　　・　　　kN　　・図示による(　　　　　　)

・金属系アンカー

・

[8.2.4]

あ
と
施
工
ア
ン
カー
工
事
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[8.12.4]

・鉄筋探査機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

・はつり出しによる

・

埋込み配管等の探査方法　

・ 穿孔

[8.12.7]

・

※引張試験機による引張試験

試験方法　

・ 施工確認試験

確認強度　　

・図示による（　　　　　　）　

・図示による(　　 12 　　)　　

2

Ｒ８

鹿児島大学（下伊敷）特別支援学校体育館改修その他工事

改修特記仕様書　構造関係

図面番号縮尺

年度

工事名

図面名
鹿児島大学施設部

A1：Ｎ
A3：Ｎ 特Ｓ－０１

別　図


